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２０１５ 

「センター」のモットー 
 
   あの手この手 

楽しいことがあるのなら 

みんなで一緒に楽しもう 

あの手この手で考えて 

あの手この手で楽しもう 
 
困ったことがあるのなら 

みんなで一緒に解決しよう 

あの手この手で考えて 

あの手この手で解決しよう 
 
あの手この手の作戦会議 

あの手この手で問題解決 

自分の周りには大切な人がたくさんいること、 

そして、地球を大切にすることをイメージして 

描きました。 

「センター」のホームページをご覧ください！ http://kyodounokyoten.com/ 

大和市民活動センターのホームページには、最新のイベント・セミナー情報のほ

か、ボランティア情報、助成金情報、会議室予約状況、登録団体情報、本紙バッ

クナンバー、ＦＭやまと出演団体紹介などを掲載しています。昨年からフェイスブ

ックも始めました。会の案内情報やイベント情報を、ぜひお寄せください。 

▲泉の森でみかけたダイサギ 
大和市の森・公園シリーズ② 
泉の森・ふれあいの森 ⇒４Ｐ 

 

手  

手 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

あの この 
あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

●お願い 

本紙送付が不要な方がいらっしゃいましたら、電話かメールで、ご連絡ください。 

本紙は、ＨＰで見られるほか、大和市民活動センターなどで無料配付しています。 

＜やまと国際アートフェスタ＞作品シリーズその２       「私の宝物」 渋谷中学２年 オルディナリオ・アリサ・マリさん（フィリピン） 

今年度の表紙は「やまと国際フレンドクラブ（ＩＦＣ）」主催の  

＜やまと国際アートフェスタ＞で入賞した作品を掲載します。 

今号は「Office KAZU」賞を受賞した渋谷中のオルディナリオ・ 

アリサ・マリさんの絵です。 

  

 

 

 

オルディナリオ・アリサ・マリさんのメッセージ 

「あの手この手」 ついにカラー化！ 
今号からカラー印刷したものをお届けできるようになりました。 

活動をわかりやすく伝えるための写真、イラストなどお寄せください。 

 



   【特集】 もっと活用！市民活動センター
 あらゆる市民活動を推進・応援・共育するための拠点、それが大和市民活動センターです。

「使える」メニュー（①～⑥）  をまとめてみました。「使えそう」なら、お気軽にご相談ください。

なお、年に１度の市民活動団体交流まつり「カッコーフェスタ」  は、やまと産業フェアにあわせ、

今年は 11月７～８日（土～日）に開催決定  ！ ぜひ、あなたの予定表に入れておいてください！

 ⑥ＦＭやまとに出演し、ＰＲできます！

 毎月第１・３・５火曜日の午前９～10 時に生放送。      

 出演団体募集中！  「センター」までお電話を！

 ④備品をお預かりします！

   空きロッカーあります。

  （ひと月たったの 200  円／ 

   40×40×奥行  49cm)

 ①当センターの媒体で無料で紹介・ＰＲします！
   ◆ホームページにチラシをそのまま掲載／随時

   ◆メールによる“ニュースレター“に掲載／毎月 15日配信

   ◆「あの手この手」（本紙）に掲載／毎月１日頃発行

 ⑤チラシを 200以上の登録団体などに送り、ＰＲできます！

  月刊「あの手この手」発送時に同梱（１回 1000  円！）

   発送日の前々日までにセンターにご持参ください。

 ②相談日は予約不要で、各種ご相談に応じます。
 ◆市民活動相談日   ＝第２・４月曜日 10：00～17：00

  ◆ボランティア相談日＝第２・４土曜日 10：00～17：00

  ◆パソコン相談日   ＝第２・４木曜日 10：00～12：00

 ③会報など安価で発送代行！

  クロネコＤＭ便なら＠82  円
 10  通以上なら随時受付！

  ただし信書は送れません。

 

 ※予約すれば相談は随時ＯＫ！

－2  －



  

－3  －

 ◆平成 27年度協働事業提案 ただいま進行中！
この５月には、協働事業の企画案を提出した市民
活動団体・市民活動センター・市民活動課の三者
が、提案のあった事業について話し合いを行いま
す。6月には、実際に協働事業を行う市の担当課と
の協議に入ります。それを受け、7月４日(土)に提
案団体と市の担当課が公開プレゼンテーションに
臨み、8月 24日(月)に結果が発表されます。詳細

 は、市の広報でお知らせします。

 平成 26年度実施の市民活動推進補助金事業と
 協働事業の報告会が開催されました！

 ４月 30 日（木）午前に、平成 26 年度に実施された市
民活動推進補助金事業の報告会が、午後には協働事業の

 報告会が大和市勤労福祉会館で開催されました。
 補助金事業は４事業で、５名の市民活動アドバイザー
からからコメントをいただき、どの事業も自治会との十
分な連携のもとに活動しており、その点が大和市の特徴

 と評価されました。
 また、４事業中唯一災害関連ではない地域活性化事業
では、「恋するフォーチュンクッキー」に参加する地元
住民のビデオが披露され、世代を問わずに気軽に参加で
きる取り組みとして印象に残りました。参加したかった
のに参加できなかったという嬉しいクレームもあったそ

 うです。
 なお、平成 27 年度の補助金は、親と子のタッチ研究
会／19 万円、やまと国際フレンドクラブ（IFC）／20

 万円が決定しています。

 4月 18日（土）晴れ

センターの駐車譲脇の「野蒜（のびる）を摘みたいの

 ですが・・・」と、遠慮がちに来館された女性が二人。

 野蒜は酢みそにしてもおひたしにしても美味しいとの

こと。こんな近くに食べられる野草があったなんて、

“灯台もと暗し”  でした。（M.I）

●協働事業一覧  （名称は簡略化したものもあります）
◆平成 25年度提案事業 （平成 26～28  年度実施事業）
・チャレンジ離乳食教室   

 ・認知症サポーターの実践講座

・障がい者と住民による共助・共生社会の実現を目指す事業   

・入院患者さんの「癒しの場」提供事業※   

◆平成 24年度提案事業 （平成 25～27  年度実施事業）
・通学、通所、外出支援の地域ネットワーク形成   

 ・緑野青空子ども広場ツリーガーデン管理運営事業

 ・ドッグラン管理運営事業

・はぐくねっと 〔はぐサポーターによる子育てサポート〕   

・地域で支え合う「のりあい」を走らせよう   

 ・日本語の読み書きを学ぶ「つるま読み書きの部屋」

・地域と学校の連携による大和市渋谷中学校学校開放事業   

 ・障がい者・高齢者のための外出介助サービス事業など３件

  ・みんなでつくろう安心のまち事業※

 ◆平成 23年度提案事業 （平成 24～26  年度実施事業）
・ 大和市・AJAPE  （アハペ）プレスクール開催事業

・「子ども食育クッキング」   

・カフェで始まる子どもと子育て応援事業   

 ・大和市民活動センター管理運営事業※

・ふくしの手  全員集合※

 ・文化創造担い手育成事業※

  ※＝行政提案型／他はすべて市民提案型

 午後からの協働事業報告会は、午前とは打って変わ
って 21 団体と多く、協働事業者は、市の担当課ととも
に発表に臨み、50 人以上の参加者で会場は、ほぼ満席

 となりました。
 発表事業は、下記一覧の通りバラエティに富んでお
り、いずれも「新しい公共」の担い手として、いまの
時代に不可欠な大きな役割を果たしていることを感じ

 ました。
 福祉関連の事業が多いなかで、「イラストのあふれ
るまちづくり」という明解な夢を語ってくれたのは、
ドラマティックカンパニーYamato50 の星野さん。文
化創造担い手事業で、イラストレーターの発掘・作品
発表の機会提供などを通じ、「くらしの中にアートを
感じることができるまち」を目指しており、全国公募

 で年々応募者は順調に増えています。
 ともすると、掛け声だけに終わりがちな行政との「協
働」事業ですが、大和市では、これまでの長年の積み
重ねのもと、市民と行政との間に確かな信頼関係が醸

 成されていることを強く感じた報告会でした。

●平成 26年度  市民活動推進補助金事業一覧
・高齢者住宅の家具の転倒防止事業（めばえ／5  万円）

・西鶴間～南林間地域活性化事業（めばえ／5 万円）    

・阿波踊り市民交流事業〔被災地交流〕  （はぐくみ／20  万円）

・災害の教訓を大和でもいかそう  （はぐくみ／20  万円）



 

第 237回 ◆5/5（火） 柏木学園高校生 

継続してボランティア活動をしている高校生に、「晃風園」

での日頃の活動について話してもらいます。 
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★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆ 

  朝ラジ☆ホッとスクランブル 

   大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた』   

 

ＦＭやまと  
77.7 ＭＨｚ 

  

第 1.3.5(火)生放送

9:00 ～ 10：00 
 

第 238回 ◆5/19（火） 食のアトリエ 

高座渋谷の西口商店街で、月 1回テントを張って、手作り

の小物、包丁研ぎ、復興支援、野菜市を開催しています。 

 「撮りっぱなしのビデオにタイトルを入れ、BGMやナレ

ーションも吹き込んで、家族や知人に観て喜んでもらえ

るのは最高」と、ビデオライフの楽しさを語りました。 

 ショートムービーコンテストで「まぼろしの大池」が準グ

ランプリに入賞した戸谷さんは、撮影秘話を披露。 

紅一点の関さんは、「カメラの使い方から映像の作り

方まで、丁寧に教えてくれるので、始めてみるとやみつ

きに。物の見方や捉え方も分かってくると、以前よりは

良いものが撮れるようになった」と語ってくれました。 

 当日、小林さんは会社員時代にバーで歌っていた『カ

タリ』をリクエスト。スタジオでご自慢のテノールが聴けな

かったのが残念でした。 

 全国規模の賞を受賞しているメンバーもいて、「『大和

映像まつり』は見応えのある作品が多いので、東京や

千葉からも来場者がある」と語ったのは会長の長谷川さ

ん。「今年は９月１２日(土)に、生涯学習センターホール

にて、２３本の上映を予定しています。ご来場をお待ち

しています。」と呼びかけました。 

＜これから出演します＞ ７７．７MHZ   ９：００です。 お忘れなく！ （再放送は当日の １５：００ と ２１：００ です） 

＜出演しました＞ 録音ＣＤが大和市民活動センターにあります。 

   カラー化の関係と、協働事
業などの報告会レポートを掲載
した関係もあり、発行が通常より
遅くなりました。今後は原則１日
発行で頑張ります。（と） 

泉の森は、引地川の水源地に広がる市内

最大(42ha)の保全緑地。約 80種の野鳥と      

600種の植物が生息している自然の宝庫

です。また、キャンプ場、木製遊具、郷土

民家園、緑のかけ橋（写真上）など施設も

充実し、市民の憩いの場としても人気。中

心部にある自然観察センター・しらかしの

いえは、自然観察の拠点として自然情報

の紹介や生物の展示などをしています。ボ

ランティア活動も盛んで、９つものグループ

が、泉の森観察会(毎月第２日曜日)、自然

とあそぼう(5/17・6/21)、野鳥と森の自然散

策(5/24)、環境管理(毎月第２・４土曜日)な

ど、行事・事業も企画しつつ活発に活動し

ています。ボランティアも募集中です。 

大和市の森・公園シリーズ／第２回 

－4－ 

ふれあいの森は、泉の森から引地川を

下ると、東名高速道路の南側に広がる

3.17haの保全緑地です。大和駅からは

プロムナードを西に 10分ほど歩けば南

側から入れます。ここは、水と緑と花を

テーマに、花や緑に関する情報を提供

するグリーンアップセンター、緑の見本

園、親水広場などが整備され、引地川

沿いは自然に近い形に復元され、川遊

びができます。チューリップ（写真下）や

芝桜も楽しめます。なお、この森の西の

外れには、犬をリードなしで遊ばせるこ

とができる「ふれあいの森ドッグラン」が

５年前にオープン。これは、市と結（ゆ

い）の会の協働事業によるもので、会員

の管理当番のもとに開場し、会員の相

互協力により運営されています。 

 

第 235回 ◆4/７（火） 大和映像サロン 
～ 楽しくなければ、ビデオじゃない ～ 

第 236回 ◆4/21（火） アダプティブテクノロジー 

～ スマホやスカイプの講座も開催中 ～ 

 

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 
 

  「あの手 この手」  第 94号   発行日： 2015年  5月 1日    発行： 大和市民活動センター 拠点やまと 
 
  大和市民活動センター ＜開館・月～土 9：00～18：00＞      TEL：046-260-2586  FAX：046-205-5788  
  〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1              e-mail：yamato@ar.wakwak.com 
  ※祝日も 9：00～18：00で開館しています！   http://www.kyodounokyoten.com/   

 アダプティブテクノロジ 

ーとは、PCやスマホの 

利用促進を通じて、情 

報を手に入れやすくす 

ることで、生活の質（Q 

OL）を向上させることです。 

 HPの漢字にルビをふり、外国人や子どもでも読み 

やすくなるサービスをしています。いろいろな読み方の 

ある漢字にルビをふる作業の難しさを話されました。 

 鳥原さんに付き添って出演した盲導犬は 2代目で、 

先代のハッピーと同様、番組の終わるまでじっとしてい 

ました。 

 一般の方や視覚障がい者向けに、スマホやスカイプ 

の講座も開催しています。事務局の谷口さんは最近ス 

マホに変えて、楽しみながら使い方を覚えているとか。 

5月 25日（月）10時から 12時 30分まで、大和市保健

福祉センター４Fで「らくらくスマートフォン電話教室」を

開催します。 

－4－ －4－ －4－ 

－4－ 

 


